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研究成果の概要： 
所与の制約条件のもとで，ある評価規範を最大化あるいは最小化する問題を数理的に表現した

最適化モデルにおいて，データの予測が困難であるなど，様々な不確実さをどのように取り扱

うか非常に重要な課題である．本研究では，確率的あるいは非確率的な不確実性を含む最適化

問題とそれに関連する諸問題に対して，ロバスト（頑健な）最適化を達成するための，堅固な

理論的基盤に立脚した実用的な手法を開発した． 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
１７年度 3,500,000 0 3,500,000 

１８年度 3,600,000 0 3,600,000 

１９年度 3,800,000 1,140,000 4,940,000 

２０年度 3,500,000 1,050,000 4,550,000 

  年度    

総 計 14,400,000 2,190,000 16,590,000 

 
 
研究分野：最適化理論 
科研費の分科・細目：応用物理学・工学基礎，工学基礎 
キーワード：数理工学，システム工学，最適化，アルゴリズム，数理計画，不確実性 
 
１．研究開始当初の背景 
最適化問題に対する内点法や一般化ニュ

ートン法など効率的解法の目覚しい発展に
平行して，それらの新しい応用領域が次々と
開拓されていた．一方，モデリング的観点か
ら見れば，現実には様々な不確実性が存在す
るため，そのような不確実性の要因をどのよ
うに取り扱い，望ましい解を見出すかという
ことは，現在に至ってもなお極めて重要なテ
ーマである．ロバスト最適化とはそのような
状況に対応するための方法論の総称であり，
特にある種の特殊な不確実性の仮定のもと
で線形計画問題が２次錐計画問題と呼ばれ

る凸最適化問題として定式化できることな
ど，多くの興味深い結果が示されたことによ
り，大きな注目を集めつつあった． 
 

２．研究の目的 
本研究の目的は，ロバスト最適化を，不確

実性を適切に取り扱うための確率的あるい
は非確率的最適化と位置付け，凸最適化およ
び相補性に関連する諸問題に対して堅固な
理論的基盤に立脚した実用的な手法を開発
することにより，工学における応用領域の拡
大に寄与することである． 
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３．研究の方法 
 研究代表者と研究分担者らとの議論によ
り，取り組む問題および達成目標を設定した
うえで，手法の開発やその理論的性質の解明，
計算実験による有効性の検証などを行い，そ
の結果を論文にまとめた．また，取り組む問
題に応じて，海外の研究協力者の訪問や招聘
を通して，共同研究を行うことにより，いく
つかの重要な成果を得た． 
 
４．研究成果 
(1) 確率的相補性問題の解法の開発

(2) 

：確率的
相補性問題に対する期待残差最小化法につ
いて研究を行った．特に，確率的線形相補性
問題に対して定義される期待残差最小化問
題に解が存在するための条件を与えるとと
もに，モンテカルロ法・準モンテカルロ法に
基づく解法や確率反復法による解法などを
提案した．さらに， 確率的非線形相補性に
対する期待残差最小化法についても研究を
行った． 

不確実性下のロバスト均衡に関する研
究

(3) 

：不確実性のもとでの非協力ゲームにおけ
るロバストNash均衡を２次錐相補性問題と
して定式化し，その解を計算する手法の開発
を行った． 

２次錐相補性問題の解法の開発

(4) 

：２次錐
に対して定義される相補性問題に対する平
滑化法や行列分解法などの効率的なアルゴ
リズムの開発を行った．さらに，線形および
非線形 2 次錐計画問題に対して，狭義相補性
を仮定せずに 2次収束性を保証する一般化ニ
ュートン法のアルゴリズムを開発した． 

確率的最適化問題の解法の開発

(5) 

：確率的
一般化半無限最適化問題に対する平滑化法
および多段階確率的線形計画問題に対する
並列アルゴリズムの開発を行った． 

確率的均衡制約最適化問題の解法の開
発

(6) 

：不確実性のもとでの均衡制約つき数理計
画問題に対して，正則化法や平滑化陰関数法
に基づくアルゴリズムの開発を行った． 

ポートフォリオ選択問題に関する研究

(7) 

：
不確実性を表す確率分布が一意ではなく，あ
る分布の集合に属すると仮定し，その最悪ケ
ースを考慮することにより，CVaRに基づくロ
バストポートフォリオ最適化の新しいモデ
ル化を提案した． 

コージェネレーション・システムに関す
る研究

(8) 

：確率計画法の手法を用いて，エネル
ギー需要の不確実性を考慮したコージェネ
レーションシステムの運用最適化手法の開
発などを行った． 

データマイニングに関する研究

 

：データ
にノイズが含まれる多クラス分類問題に対
してロバスト最適化の観点からサポートベ
クターマシンを設計し，それが 2次錐相補性
問題に定式化できることを示した． 
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